
　

軍
記
や
物
語
草
子
に
見
え
る
名
剣
の
奇
特
、
来
歴
の
伝
承
が
収
載
さ
れ
る
為
、
刀
工
を
時
代
別
、
国
別
に
分
類
し
、
茎
図
、
目
利
、
更

に
は
代
付
、
位
付
等
の
記
事
を
も
付
し
た
刀
剣
書
、
所
謂
「
銘
尽
」
が
、
国
文
学
研
究
の
対
象
と
な
つ
た
の
は
近
年
の
事
で
あ
る
（
１
）。

し
か
し
そ
の
際
、
利
用
さ
れ
る
室
町
時
代
以
前
成
立
の
銘
尽
諸
本
に
は
、
共
通
記
事
が
あ
る
一
方
、
収
録
刀
工
、
配
列
が
区
々
で
、
諸
本

関
係
を
考
察
し
、
そ
の
淵
源
に
遡
る
批
判
的
研
究
は
殆
ど
放
棄
さ
れ
て
ゐ
た
と
し
て
良
い
。

　

無
論
、
銘
尽
の
成
立
が
鎌
倉
後
期
に
遡
る
事
は
、
伝
承
的
な
記
載
に
拠
ら
ず
と
も
、
江
戸
時
代
に
は
存
在
が
知
ら
れ
て
ゐ
た
、
南
北
朝

期
写
の
観
智
院
本
（
２
）
の
中
の
起
算
年
か
ら
も
窺
へ
た
の
で
あ
る
が
、
同
本
に
は
記
事
の
不
連
続
・
重
複
が
あ
る
た
め
か
、
複
数
の
刀
剣

書
を
合
綴
し
た
残
欠
本
と
の
説
が
成
さ
れ
（
３
）、
観
智
院
本
と
同
じ
起
算
年
を
持
つ
記
事
の
有
る
、
室
町
期
の
銘
尽
（
正
安
本
・
直
江

本
）（
４
）
に
も
増
補
改
編
が
予
想
さ
れ
る
為
、
鎌
倉
後
期
の
刀
剣
書
の
実
態
は
不
明
確
な
侭
で
あ
つ
た
。
然
る
に
近
時
、
画
期
的
な
研
究

が
成
さ
れ
た
。

　

吉
原
弘
通
氏
は
虫
食
穴
の
位
置
と
記
事
内
容
よ
り
、
現
在
の
観
智
院
本
の
錯
簡
を
正
し
、
本
文
筆
写
の
連
続
性
か
ら
、
既
に
一
書
と
し

て
成
立
し
て
ゐ
た
底
本
を
書
写
し
た
本
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
更
に
そ
れ
が
三
つ
の
構
成
部
分
に
分
か
れ
る
事
を
指
摘
し
、
各
々
近
似
す

る
構
成
・
本
文
を
持
つ
伝
存
銘
尽
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
似
す
る
各
銘
尽
と
観
智
院
本
各
部
に
は
、
そ
れ
〴
〵
祖
本
が
想
定
さ
れ

る
と
し
た
（
吉
原
氏
論
①
・
②
）。
次
に
同
氏
は
『
龍
造
寺
文
書
』
に
、
南
北
朝
時
代
の
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
日
付
を
持
つ
文
書

銘
尽
古
態
遡
及
試
論
（
上
）

佐
々
木
　
紀
　
一

は
じ
め
に
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土
代
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
た
現
在
最
古
の
銘
尽
を
発
見
、
そ
の
成
立
事
情
を
考
察
し
た
上
で
、
刀
工
の
配
列
が
復
元
観
智
院
本
の
第
三

部
の
構
成
に
近
似
す
る
事
を
指
摘
し
、
長
享
本
銘
尽
と
の
関
係
か
ら
も
、
三
銘
尽
に
共
通
の
祖
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
と
し
た
（
５
）。

　

現
存
最
古
の
竜
造
寺
本
の
発
見
は
無
論
で
あ
る
が
、
氏
の
大
き
な
業
績
は
、
観
智
院
本
の
錯
簡
を
正
し
、
同
本
の
本
来
の
構
成
を
明
ら

か
に
し
た
事
で
、
竜
造
寺
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
銘
尽
の
古
態
本
文
の
構
成
と
、
諸
本
展
開
の
究
明
、
更
に
は
鎌
倉
末
期
の
名
剣
伝
承
の

実
態
の
究
明
に
大
き
な
手
掛
か
り
が
与
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
未
だ
史
料
に
実
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
銘
尽
の
成
立
に
簗
刑
部
左

衛
門
入
道
の
関
与
の
大
き
い
可
能
性
を
示
し
た
事
も
重
要
で
あ
る
（
吉
原
氏
論
③
）。
従
来
、
信
憑
性
に
問
題
の
あ
つ
た
室
町
末
期
の
刀

剣
書
の
記
事
に
見
え
た
、
刀
剣
目
利
の
「
や
な
の
入
道
」
が
龍
造
寺
本
の
奥
書
に
見
え
る
事
、
ま
た
観
智
院
本
第
一
部
と
共
通
の
構
成
を

持
つ
宇
都
宮
系
本
銘
尽
に
、
同
人
と
見
做
せ
る
簗
刑
部
左
衛
門
尉
入
道
円
阿
の
説
に
基
づ
く
と
す
る
奥
書
が
有
る
事
か
ら
、
鎌
倉
時
代
後

期
に
遡
る
刀
剣
書
の
記
載
を
信
じ
、
そ
の
成
立
に
、
同
人
が
関
与
し
た
蓋
然
性
の
高
い
事
を
示
し
た
。

　

鎌
倉
後
期
に
於
け
る
複
数
の
刀
剣
書
の
成
立
と
、そ
の
本
文
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
、以
降
の
銘
尽
諸
本
、更
に
は
刀
剣
伝
承
の
成
立
・

展
開
の
考
察
に
道
が
開
け
た
が
、
畢
竟
、
現
在
以
上
に
鎌
倉
時
代
後
期
の
銘
尽
に
迫
る
事
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た

刀
剣
博
物
館
、
和
鋼
博
物
館
他
に
所
蔵
さ
れ
る
室
町
時
代
成
立
の
銘
尽
の
精
緻
な
腑
分
け
も
必
要
だ
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
写
本
、
或
は

例
外
的
に
鎌
倉
末
期
の
内
容
を
保
存
し
て
ゐ
る
銘
尽
の
出
現
が
何
よ
り
鶴
首
さ
れ
る
。
管
見
で
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
書
写
の
本

奥
書
を
持
ち
、
本
文
に
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
の
起
算
年
が
記
さ
れ
る
明
徳
三
年
本
（
６
）、
更
に
は
本
稿
で
検
討
す
る
近
世
後
期
の
写

本
が
、
目
下
、
吉
原
氏
論
①
・
②
の
復
元
の
妥
当
性
を
証
し
、
銘
尽
古
態
の
究
明
に
も
益
す
る
有
力
史
料
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　

問
題
の
銘
尽
は
、
縦
三
十
・
四
糎
、
横
二
十
五
・
四
糎
。
楮
紙
、
紙
縒
一
穴
に
よ
る
仮
綴
の
本
一
冊
。
水
濡
・
破
損
が
随
所
に
あ
る
草

臥
本
で
、
前
後
に
脱
落
が
あ
り
、
現
在
墨
付
十
七
丁
で
あ
る
が
、
冒
頭
は
一
丁
の
裏
部
分
が
残
る
。
対
し
て
最
後
の
丁
は
裏
部
分
が
脱
落

一
、
呆
犬
斎
本
銘
尽
書
誌
及
び
構
成
に
つ
い
て

―　14　―



す
る
。
販
売
業
者
に
拠
れ
ば
仙
台
藩
士
子
孫
に
伝
来
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
外
内
題
・
奥
書
等
が
一
切
無
い
故
に
、

現
蔵
者
に
因
み
、
呆
犬
斎
本
銘
尽
と
す
る(

以
下
、
呆
犬
斎
本
と
す
る)

。

　

本
文
は
近
世
後
期
写
一
筆
で
、
片
面
十
二
行
。
刀
工
を
改
行
し
て
掲
出
せ
ず
、
前
の
本
文
に
続
け
る
所
が
あ
り
、
ま
た
後
掲
の
通
り
、

刀
工
を
章
題
と
同
じ
高
さ
に
置
く
例
が
あ
る
。
呆
犬
斎
本
の
構
成
を
そ
の
章
題
に
従
ひ
挙
げ
る
が
（「
」
で
示
す
）、
但
し
必
ず
し
も
そ
れ

が
本
文
と
別
に
、
改
行
し
て
掲
出
さ
れ
て
ゐ
る
訳
で
は
な
く
、
本
文
に
続
く
場
合
が
あ
り
、
又
章
題
を
欠
く
事
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
、

観
智
院
本
を
参
考
に
（
）
に
入
れ
て
表
す
。
更
に
観
智
院
本
と
対
応
し
な
い
後
半
部
分
を
欧
文
字
で
挙
げ
該
章
題
を
（
）
に
入
れ
た
。
ま

た
吉
原
氏
論
③
を
参
考
に
、
宇
都
宮
本
系
の
貞
親
本
（
７
）
の
目
次
も
挙
げ
る
。

（
呆
犬
斎
本
）

（
観
智
院
本
復
元
）

（
貞
親
本
）

第
一

１
（
銘
尽
）

①　

（
大
宝
？
）

①
「
大
宝
年
中
」

２
（
文
武
天
皇
大
宝
年
中
鍛
冶
）

②　

（
和
銅
）

②
「
和
銅
」

３
「
和
銅
年
中
」

③　

「
大
銅
」

③
「
大
銅
」

４
「
大
銅
年
中
」

④　

「
一
条
院
御
宇
」

④
「
一
条
院
御
宇
」

５
「
一
条
院
御
宇
」

⑤　

「
鎮
西
鍛
冶
」

⑤
「
ち
ん
せ
い
か
ち
」

６
「
白
川
院
御
宇
」

⑥　

「
奥
州
鍛
冶
」

⑥
「
奥
州
か
ち
」

７
「
後
白
川
院
御
宇
」

⑦　

「
後
鳥
羽
院
御
宇
」

⑦
「
後
鳥
羽
院
御
宇
」

８
「
後
鳥
羽
院
御
宇
」

⑧　

「
後
鳥
羽
院
御
宇
鍛
冶
結
番
」

⑧
「
後
鳥
羽
院
御
宇
鍛
冶
結
番
次
第
」

９
「
鍛
冶
結
番
」

⑨　

「
粟
田
口
之
鍛
冶
系
図
」

⑨
「
粟
田
口
鍛
冶
系
図
」

10
「
粟
田
口
鍛
冶
系
図
」

⑩　

「
奈
良
鍛
冶
」

⑩
「
奈
良
鍛
冶
」

11
「
太
和
国
古
今
」
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⑪　

「
伯
耆
鍛
冶
」

⑪
「
伯
耆
鍛
冶
」

12
「
古
今
所
々
時
代
不
同
」

⑫　

「
来
之
系
図
」

⑫
「
来
系
図
」

13
「
来
系
図
」

⑬　

「
鎌
倉
鍛
冶
」

⑬
「
鎌
倉
鍛
冶
」

14
「
近
比
鎌
倉
系
図
」

⑭　

（
古
今
所
々
時
代
不
同
）

⑭
（
古
今
所
々
時
代
不
同
）

⑮　

「
備
前
備
中
籠
居
ノ
鍛
冶
」

⑮
「
備
前
備
中
雑
鍛
冶
交
名
」

15
「
備
前
国
古
今
不
同
少
々
」

16
「
備
中
国
古
今
少
々
時
代
不
同
」

17
「
異
説
在
所
不
分
明
物
少
々
」

第
二

⑯　

「
太
刀
作
吉
凶
日
」

⑯
「
太
刀
刀
作
善
悪
日
之
事
」

⑰　

「
古
今
諸
国
鍛
冶
銘
」

⑰
「
古
今
諸
国
鍛
冶
之
銘
」

⑱　

（
陸
奥
河
内
等
鍛
冶
）

⑱
（
陸
奥
河
内
等
鍛
冶
）

⑲
「
銘
尽
」

ａ　

（
行
平
・
光
長
、
猛
房
説
）

ｂ　

（
金
見
る
様
）

ｃ　

（
諸
鍛
冶
）

ｄ　

「
一
、
又
一
説
（
銘
尽
）」

ｅ　

「
一
、
国
永
二
人
」

と
あ
り
、
①
～
⑱
が
正
に
復
元
観
智
院
本
の
構
成
の
そ
れ
に
相
当
す
る
事
が
分
か
る
。
貞
親
本
で
も
配
列
は
両
本
に
近
似
す
る
が
、
第
一

部
の
み
で
、
本
文
を
見
る
と
（
見
易
さ
の
為
、
呆
犬
斎
本
は
刀
工
を
囲
ん
で
翻
字
す
る
）、
呆
・
観
両
本
に
遠
い
事
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
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即
ち
冒
頭
部
を
比
較
す
る
と
、

（
呆
犬
斎
本
①
・
②
）

　
　

の
こ
か
ら
す
と
い
ふ
太
刀
、
是
を
作
也
、
文
殊
ミ
ち

　
　

に
の
住
人
、
源
氏
重
代
之
太
刀
ひ
け
き
り
、
是
を
作
也
、
藤

　
　

戸
、
彼
作
之
太
刀
、
ミ
う
ら
の
和
田
三
ら
か
重
代
な
り
、
天
王
の

　
　

御
時
釼
を
作
、
ほ
う
け
ん
お
な
し
く
作
、
八
寸
五
分
ハ
、
か
た
な
ゝ
り
、
百
余

　
　

歳
存
命
し
て
、
師
し
や
う
を
□
ら
す
、
真
守
、
は
ゝ
き
の
国

　
　

之
住
人
、
銘
を
う
つ
や
う
、
は
ゝ
き
の
国
大
原
真
守
と
う
つ
、
平

　
　

家
之
重
代
ぬ
け
丸
を
作

　
　

大
銅
実
次
盛
国

（
観
智
院
本
①
・
②
）

　
　

大
宝
年
中

　
　
　

友
光　

（
略
）

　
　
　

天
国　

平
家
ち
う
代
の
こ
か
ら
す
と
い
ふ
太
刀

　
　
　
　
　
　

の
つ
く
り
な
り

　
　
　

文
寿　

む
つ
の
国
住
人
、
け
ん
し
ち
う
□
ひ
け

　
　
　
　
　
　

と
い
ふ
太
刀
の
つ
く
り
な
り

　
　
　

藤
戸　

か
の
作
の
太
刀
、
み
う
ら
の
和
田
三
郎
重
代
也

二
、
宇
都
宮
系
本
及
び
臼
杵
本
と
の
比
較

―　17　―



　
　
　

神
息
和銅
う
さ
の
宮
寺
僧
也
、
へ
い
せ
い
て
ん
わ
う
の

　
　
　
　
　
　

御
つ
る
き
を
つ
く
る
、
ほ
う
け
ん
お
な
し
作
也

　
　
　
　
　

八
寸
五
分　

百
よ
さ
い
そ
ん
め
い
す
、
し
や
う
を
し
ら
す

　
　
　

真
守　

は
ゝ
き
の
国
住
人
、
め
い
う
つ
や
う
、
伯
耆
国

　
　
　
　
　
　

大
原
真
守
と
打
、
平
家
重
代
の
ぬ
け
丸
作
也

　
　
　

実
次　

大
銅　

盛
国

（
貞
親
本
２
・
３
・
４
）（
８
）

　
　
　

友
光
（
略
）

　
　
　

天
国　

大
和
国
宇
多
郡
者
也
、
平
家
重
代

　
　
　
　
　
　

小
烏
ト
云
太
刀
造
之
、
銘
ニ
ハ
大
宝
三
年

　
　
　
　
　
　

天
国
ト
打
ツ
、
二
尺
六
寸
五
分
、
姿
ハ
長
太
刀

　
　
　
　
　
　

之
柄
ヲ
切
タ
ル
カ
如
シ
柄
身
短
シ
此
太
刀
ヲ

　
　
　
　
　
　

小
烏
ト
名
付
ラ
レ
ケ
ル
事
ハ
（
桓
武
天
皇
に
烏
が
奉
呈
の
由
来
省
略
）

　
　
　

文舞種
イ寿　

陸
奥
国
住
人
、
源
氏
重
代
之
髭
切
ト
云

　
　
　
　
　
　

太
刀
造
之
、
唐
人
、
鬚
切
ハ
満
仲
之
ウ
タ
セ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
阿
本
「
か
ら
人
な
り
」）

　
　
　
　
　
　

ラ
レ
タ
ル
也
、
膝
丸
ト
云
太
刀
同
時
ニ
ウ
タ
セ

　
　
　
　
　
　

ラ
ル
ヽ
也
、
口
伝
在
之

　
　
　

藤
戸　

在
所
不
分
明
、
被
造
太
刀
三
浦
和
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
阿
本
「
か
れ
こ
れ
を
つ
く
る
」）

　
　
　
　
　
　

三
郎
カ
許
ニ
在
之
云
々

　
　
　
　
　

〇
和
銅
年
中
六
百
余
年
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神元明
天
皇息　

宇
佐
社
僧
也
、
平
城
天
皇
御
剱
宝
動
同

　
　
　
　
　
　

作
、
八
寸
五
分
刀
也
、
百
歳
余
マ
テ
存
命
、
不
知　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
阿
本
「
し
し
や
う
を
し
ら
す
」）

　
　
　
　
　
　

生
死
云
々
、（
目
利
省
略
）

　
　
　

真
守　

伯
耆
国
住
人
、
銘
ノ
打
様
、
伯
耆
国
大
原

　
　
　
　
　
　

真
守
ト
打
、
平
家
重
代
之
抜
丸
造
之

　
　
　
　
　
　

コ
ノ
抜
丸
ト
申
ス
ハ
（
由
来
略
）

　
　
　
　
　

〇
大
銅
年
中
五
百
年

　
　
　

実平城
天
皇次　

奥
州
禅
門
滅
亡
之
後
、
相
模
左
近
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
被
尋
出
、
守
殿
へ
進
之
処
ニ
法
華
堂
ノ

　
　
　
　
　
　

御
ツ
ジ
ニ
被
籠
訖
、
奥
州
合
戦
之
後
、
焼
ナ
ヲ

　
　
　
　
　
　

サ
ル
ヽ
間
、
ソ
リ
昔
ヨリ
高
シ
ト

云
々
、
彼
作
太
刀
上
野
殿
ニ

　
　
　
　
　
　

在
之
云
々

　
　
　

盛
国　

彼
太
刀
下
野
国
一
門
サ
マ
ノ
荒
次
郎
入
道
相
伝
ス

と
、
宇
都
宮
系
本
よ
り
も
、
刀
工
の
本
文
が
観
智
院
本
と
呆
犬
斎
本
の
間
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
が
分
か
る
。

　

更
に
①
～
⑦
、
⑭
の
み
呆
・
観
両
本
に
近
い
配
列
と
本
文
を
持
つ
銘
尽
が
あ
る
。
一
は
刀
剣
博
物
館
蔵
『
元
亀
元
年
刀
剣
目
利
書
』
中

「
鍛
冶
目
録
旧
記
分
」（
以
下
、
元
亀
本
）（
９
）
と
、
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
の
何
れ
も
近
世
の
写
本
で
あ
る
（

　10
）。
後
者
の
諸
写
本
に
は
表

題
が
な
い
為
、
請
求
記
号
の
若
い
順
に
挙
げ
、
仮
称
す
る
と
、

　
　

臼
杵
甲
本
（
七
門
刀
―
十
五
）
一
冊
（

　11
）

　
　

臼
杵
乙
本
（
七
門
刀
―
十
六
）
一
冊
（

　12
）

　
　

臼
杵
丙
本
（
七
門
刀
―
十
七
―
一
）
一
冊
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臼
杵
丁
本
（
七
門
刀
―
十
七
―
二
）
一
冊
（
　13
）

で
、
甲
・
乙
・
丙
本
で
は
、
冒
頭
の
「
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
」
の
次
に
、「
大
宝
年
中
」・「
和
銅
年
中
」・「
一
条
院
御
宇
」
を
置
き
、
丁
本

で
は
、
そ
れ
が
16
「（
有
風
・
方
土
）」
の
次
に
置
か
れ
る
。
そ
の
四
本
と
元
亀
本
の
中
で
、
呆
・
観
両
本
、
特
に
呆
犬
斎
本
に
最
も
本
文

が
近
い
の
が
臼
杵
丙
本
で
あ
る
。
構
成
は
、

Ａ
１
「
鍛
冶
銘
（
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
）」、
２
「
大
宝
年
中
」、
３
「
和
銅
年
中
」、
４
「
一
条
之
院
御
宇
」、
５
「
太
和
鍛
冶
」（
以
上

が
、
甲
本
Ａ
１
か
ら
６
に
近
似
。
丙
本
で
は
４
に
甲
本
の
６
が
含
ま
れ
る
）、
Ｃ
６
「
所
々
時
代
不
同
」
７
「
可
然
物
」、
８
「
新
作

物
」、
９
「
粟
田
口
系
図
」、
10
「
来
」、
11
「
備
前
長
船
一
流
」、
12
「
長
谷
部
」、
13
「
越
中
国
住
」、
14
「
平
安
城
」、
15
「
越
後

国
（
諸
国
夾
雑
す
る
）」、
16
「
相
模
国
」、
17
「
大
和
国
」、
18
「
出
雲
国
」、
19
「
丹
後
国
」、
20
「
因
幡
」、
21
「
肥
前
国
」、
22
「
豊

後
国
」、
23
「
薩
摩
国
」、
24
「
豊
前
国
」、
25
「
駿
河
二
目
貫
」、
26
「
筑
前
国
」、
27
「
備
中
国
」、
28
「
播
磨
国
」、
29
「
備
前
国
」、

30
「
ス
リ
一
文
字
」、
31
「
大
一
文
字
」、
32
「
了
戒
也
」、
33
「
助
真
」、
34
「（
鍛
冶
銘
）」（
以
上
が
乙
本
の
Ｃ
に
対
応
）

で
、
対
応
部
（
呆
犬
斎
本
①
・
②
）
を
挙
げ
る
と
、

（
臼
杵
丙
本
）

　
　

大
宝
年
中

　
　

友
光
（
略
）

　
　
１
「
」

　
　

天
国
２
「
」
太
和
国
宇
多
郡
の
住
３
「
」、
平
家
４
「
重
代
」
小
烏
と
云
太
刀
、
５
「
是
」
を
作
、
大
宝
三
年

　
　
　
　
６
「
天
国
」
と
打
、
二
尺
六
寸
五
分
７
「
」、
す
か
た
ハ
長
刀
の
８
「
つ
か
」
を
９
「
切
た
る
か
こ
と
し
」、
　10
「
」

　
　
　11
文
寿
奥
州
住
人
、
源
氏
の
重
代
鬢
切
ト
云
太
刀
　12
「
是
作
」

　
　
　13
藤
戸
彼
作
之
太
刀
、
三
浦
之
和
田
三
郎
刀
元
ニ
ア
リ

　
　
　
　
　
和
銅
年
中
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神
息
宇
佐
宮
ノ
寺
僧
也
、
平
城
天
皇
之
御
釼
　14
「
是
を
作
」、
　15
「
宝
幢
同
シ
作
」

　
　
　
　
八
寸
五
分
刀
也
、
百
歳
　16
「
余
」
マ
テ
存
命
、
　17
「
死
生
」
を
し
ら
す
　18
「
」

　
　

真
守
伯
耆
国
住
人
　19
「
銘
の
」
打
様
、
伯
耆
　20
「
国
」
　21
「
」
大
原
真
守
ト
打
　22
「
」、
平
家

　
　
　
　
重
代
　23
「
ぬ
け
丸
是
」
を
作
　24
「
」、
　25
「
」

　
　

実
次
　26
「
」
　27
「
彼
」
作
太
刀
ハ
奥
州
之
禅
門
　28
「
滅
亡
」
の
後
、
相
模
の
左
近
大
夫
殿
よ
り

　
　
　
　
尋
出
さ
れ
　29
「
て
守
」
の
殿
へ
　30
「
遣
」、
其
後
　31
「
法
花
黨
の
」
御
蔵
ニ
　32
「
被
籠
」　
　
　
　

　
　
　
　
奥
州
合
戦
　33
「
ニ
」
後
焼
な
を
　34
「
し
」、
　35
「
昔
ヨ
リ
そ
り
」
た
か
し
、
　36
「
一
ツ
」
上
野
殿
ニ
　37
「
是
」
ア
リ

と
あ
り
（
　14
）、
校
異
の
記
事
・
文
体
を
見
る
に
、
四
本
中
、
臼
杵
丙
本
が
呆
・
観
両
本
に
近
い
事
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
但
し
貞
親
本
に

見
え
る
記
事
を
持
ち
、
呆
・
観
両
本
間
程
、
近
似
し
な
い
。
元
亀
本
は
、

（
元
亀
本
）

　
　

友
光
（
略
）

　
　

天
国
同
御
宇

大
宝
年
中　

大
和
国
宇
多
郡
住
人
也
、
平
家
重
代
小
烏
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

云
太
刀
造
之
、
銘
ニ
ハ
大
宝
三
年
天
国
ト
打
ツ
、
二
尺
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寸
五
分
、
姿
ハ
長
太
刀
ノ
柄
ヲ
切
リ
タ
ル
カ
如
シ
、
柄
身
短
シ
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
刀
ヲ
小
烏
ト
名
付
ラ
レ
ケ
ル
事
ハ
（
桓
武
天
皇
に
烏
が
奉
呈
の
由
来
略
）

　
　
　
舞イ
種

　
　

文
寿
文
武
天
皇

御
宇
大
宝
年
中　

陸
奥
国
住
人
元
来
唐
人
源
氏
重
代
鬚
切
ト
云
太
刀
造
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬚
切
ハ
満
仲
之
ウ
タ
セ
ラ
レ
タ
ル
也
、
膝
丸
ト
云
太
刀
同
時
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
タ
セ
ラ
ル
ヽ
也
、
口
伝
在
之
（
下
略
）

　
　

藤
戸
同
御
宇

大
宝
年
中　

在
所
不
分
明
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神
息
元
明
天
皇

大
宝
年
中

御
宇
和
銅

年
中

　

宇
佐
宮
社
僧
也
、
平
城
天
皇
御
剱
宝
動
此
作
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
寸
五
分
刀
也
、
百
歳
マ
テ
存
命
ス
ト
云
ヽ
、（
目
利
略
）

　
　

真
守
元
明
天
皇
御

宇
和
銅
年
中
伯
耆
国
住
人
銘
ノ
打
様
、
伯
耆
国
大
原
真
守
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
、
平
家
重
代
之
抜
丸
造
之
、
此
抜
丸
ト
申
ハ
（
由
来
略
）

　
　

実
次
平
城
天
皇

御
宇
大
銅

年
中

　

備
中
国
住
人
一
説
紀
州
熊
野
山
住
ニ
藤
原
実
次
ト
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
太
刀
刀
有
リ

　
　

盛
国
同
御
宇　　

備
前
国
住
人
、
或
奥
州

と
あ
り
、
こ
れ
も
貞
親
本
に
近
く
、
呆
・
観
両
本
程
、
近
似
す
る
と
は
言
ひ
難
い
。

　

続
い
て
④
「
一
条
天
皇
御
宇
」
～
⑥
「
奥
州
鍛
冶
」
部
の
刀
工
を
挙
げ
れ
ば
（
同
名
刀
工
に
は
国
を
左
に
注
記
）、

（
呆
犬
斎
本
）

（
観
智
院
本
）

（
貞
親
本
）

（
臼
杵
丙
本
）

（
元
亀
本
）

１
助
包

１
助
包

１
安
綱

１
安
綱

１
安
綱

２
安
綱

２
安
綱

２
助
包

２
宗
近

２
助
包

３
為
吉

３
為
吉

③
為
吉

３
秦
兼
平

３
宗
近

４
義
憲

４
義
憲

４
義
則

４
正備

前

恒

４
秦
包
平

５
宗
近

５
宗
近

５
宗
近

５
行
平

５
正豊

後

恒

６
秦
兼
平

６
秦
兼
平

6
秦
包
平

６
助
包

６
延
房

７
正備

前

恒

７
正備
前

恒

7
正備
前

恒

７
為
吉

７
行
平

８
行大

和平

８
信
房

8
信
房

８
義
則

８
高
平

９
助
平

９
行
平

９
行
平

９
義
包

９
助
平

10
友
成

10
高
平

10
高
平

10
信
房

10
義
則
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11
信
房

11
助
平

11
助
平

11
高
平

11
友
成

12
高
平

12
友
成

12
友
成

12
助
平

12
正
国

13
正
国

13
正
国

13
正
国

13
定
秀

13
三
家
伝
太

14
三
家
伝
太

14
行
忍
法
師

14
行
安

14
正
国

14
有
成

15
行
忍
法
師

15
三
界家

歟

伝
太

15
一
家
伝
太

15
行
重

15
行
重

16
定
秀

16
定
秀

16
有
成

16
有
成

16
行
仁

17
行
重

17
行
重

17
行
重

17
行豊

後平

17
月
山

18
月
山

18
月
山

18
行
仁
法
師

18
延
房

18
定
秀

19
雲
同

19
雲
同

19
家
重

19
国藤

源
次弘

19
雲
同

20
有
成

20
月
山

20
関
東

20
行豊

後

平

21
行豊

後平

20
行
平

21
雲
同

21
正備
前

恒

22
正備

中

恒

21
正備
前

恒

22
定
秀

22
助
包

23
延
房

22
延
房

23
行豊

後平

23
真
守

24
山
内
滝
四
良
大
夫

23
山
内
滝
四
良
大
夫

24
正備
前

恒

24
貞山
内
滝
四
郎
大
夫

国

25
藤
源
次

24
藤
源
次

25
助
包

25
助江

間
藤
源
次

真

26
関
東

26
関
東

26
真
守

26
関
東

27
貞山

内
滝
四
郎
大
夫

国

28
助江

間
藤
源
次

真

29
関
東

と
あ
り
、
８
～
12
で
異
な
る
が
配
列
が
近
似
す
る
の
が
呆
・
観
両
本
で
あ
る
。
本
文
も
、

―　23　―



（
呆
犬
斎
本
24
・
25
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
滝
四
良
大
夫

　
　

藤
源
次　

さ
か
ミ
の
国
治
間
之
住
人
、
三
浦
之
助
の
重
代
ゑ
ミ
く
り

　
　

と
い
ふ
太
刀
是
を
作
、
や
き
は
ハ
ほ
そ
く
、
や
ま
と
た
ち
の
風
情
也

（
観
智
院
本
）

　
　

藤
源
次　

さ
か
ミ
の
国
、
三
浦
の
す
け
重
代
咲
栗
と

　
　
　
　
　
　

い
ふ
太
刀
の
作
、
や
き
は
ハ
ほ
そ
く
、
や
ま
と
太
刀
に

（
貞
親
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
安
本
も
近
い
）

　
　

貞
国　

同
国
住
人
、
銘
ニ
ハ
山
内
滝
四
郎
大
夫
ト
打
ツ

　
　

助
真　

相
模
国
住
人
、
江
間
藤
源
次
、
刃
細
ク
大
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
阿
本
）「
浪
」

　
　
　
　
　

太
刀
之
風
情
ニ
テ
サ
キ
少
シ
カ
レ
タ
リ
、
三
浦
介

　
　
　
　
　

重
代
咲
栗
ト
云
太
刀
造
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
阿
本
）「
つ
く
る
也
」

（
臼
杵
丙
本
）

　
　

国
弘
藤
源
次
、
相
模
国
ぬ
ま
の
住
、
三
浦
介
咲
栗
と
申
太
刀
、
是
を
作
、
刃

細
く
、
太
和
太
刀
の
風
情
に
て
、
少
さ
き
か
れ
た
り

（
元
亀
本
）

　
　

貞
国
同
御
宇　

鎌
倉
山
内
滝
四
郎
大
夫　

　
　

助
真
同
御
宇　

相
模
国
住
人
、
江
間
藤
源
次
、
三
浦
介
重
代
咲
栗
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

云
太
刀
此
作
也

（
直
江
本
「
同
相
州
鍛
冶
之
次
第
」）

　
　

助
真　

相
州
治
間
之
藤
源
次
大
夫
、
此
作
ホ
ソ
ス
グ
ヤ
イ
ハ
ニ
テ
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ヤ
マ
ト
物
之
風
情
ナ
リ
、
サ
キ
ス
コ
シ
カ
レ
タ
リ
、
三
浦
之
助
重
代
之

　
　

ヱ
ミ
グ
リ
ト
云
太
刀
此
作
也

　
　

教
国　

藤
源
次
之
子
、
同
三
浦
之
ヨ
シ
ア
キ
ノ
太
刀
ツ
ク
リ

　
　

貞
国　

一
セ
ツ
ニ
ワ
国
広
ト
モ
、
又
国
弘ヒ
ロ

共
イ
エ
リ
、
同
ク

　
　

ン
ニ
ア
リ
、
鎌
倉
山
内
瀧
四
郎
大
夫
夫
（
マ
マ
）ト

号
ス

と
あ
り
、
呆
・
観
両
本
の
間
で
、
記
事
は
完
全
に
一
致
し
な
い
が
、
他
本
に
比
べ
て
近
い
事
が
分
か
る
（
　15
）。

　

此
処
は
呆
・
観
両
本
が
、
宇
都
宮
系
本
他
に
共
通
す
る
本
文
を
抄
略
し
た
本
文
で
あ
ら
う
か
。
但
し
そ
の
場
合
は
、
藤
源
次
・
滝
四
郎

大
夫
の
実
名
を
呆
・
観
両
本
が
外
し
た
と
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
宇
都
宮
系
本
・
臼
杵
丙
本
・
文
亀
本
は
前
掲
の
様
に
文
寿
を
陸

奥
国
住
人
と
し
な
が
ら
、
唐
人
と
も
す
る
（
　16
）。
事
実
と
す
れ
ば
銘
尽
の
刀
工
中
、
稀
有
な
経
歴
を
持
つ
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
満
仲
が

髭
切
・
膝
丸
を
唐
人
に
鍛
へ
さ
せ
た
と
す
る
『
剣
巻
』（
　17
）
の
記
事
を
挿
入
し
た
為
の
仕
儀
と
解
さ
れ
る
。
正
安
本
「
陸
奥
国
物
」
に
も
、

　
　

文□
ん
し
ゆ寿　

み
ち
の
く
に
の
ち
う
人
、
け
ん
し
ち
う
た
い
の
ひ
け
き
り
と
い
ふ
太
刀
こ
れ
か
つ
く
り

と
、
陸
奥
鍛
冶
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
増
補
以
前
の
本
文
と
な
る
。　

　

こ
れ
か
ら
す
る
と
呆
・
観
両
本
の
如
き
本
文
に
記
事
を
増
補
し
た
の
が
、
宇
都
宮
系
本
他
の
銘
尽
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。
以
上
、
呆
犬

斎
本
は
諸
本
中
、
観
智
院
本
第
一
部
相
当
部
に
最
も
近
似
す
る
と
結
論
出
来
る
。

　

ま
た
第
二
部
の
⑯
「
太
刀
作
吉
凶
日
」
は
能
阿
本
系
本
（
　18
）・
佐
々
木
本
銘
尽
に
も
見
え
る
。

（
呆
犬
斎
本
）

　
　

一
、
太
刀
作
吉
凶
日　

吉
日
、
刃
刀
酉
亥
辰
己
也

　
　
　
　

悪
日
ハ
、
子
午
申
戌
未
也

（
観
智
院
本
）

　
　
　
　

太
刀
刀
作
善
悪
日
之
事
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吉
日　
　

う
し　

と
ら　

と
り　

た
つ　

み

　
　

悪
日　
　

ね　
　

む
ま　

さ
る　

い
ぬ　

う　

ひ
つ
し

（
元
盛
本
）

　
　

一
、	
太
刀
刀
作
吉
凶
日
事

　
　

丑　

寅　

辰　

巳　

酉　

亥　

已
上
六
日
吉
日
也

　
　

子　

卯　

午　

未　

申　

戌　

已
上
六
日
凶
日
也

　
　
　

又
滅
日　

没
日
忌
也

（
佐
々
木
本
）

　
　
　

⼶
八
、
太
刀
造
吉
凶
日
事

　
　

吉
日　
　

丑
刁　

辰
巳　

酉
亥　

大
利
日

　
　

金
剛
峯
日　

等
也

　
　

忌
日　

卯
午　

未
申
伐
殊
忌
日
也
、
大
忌
也

　
　

丙
丁
日
凶
会
日　

止
没
滅
等
日
也

と
あ
り
、
呆
犬
斎
本
と
観
智
院
本
は
十
二
支
が
完
備
せ
ず
、
互
ひ
に
出
入
り
が
あ
る
が
、
掲
載
順
に
共
通
性
の
あ
る
事
が
、
そ
れ
を
完
備

す
る
能
阿
本
系
・
佐
々
木
本
と
の
比
較
で
分
か
る
（
　19
）。

　

次
に
⑰
茎
図
の
構
成
を
、
掲
載
茎
図
の
順
に
挙
げ
る
。
無
銘
の
場
合
、
下
の
小
書
の
刀
工
を
（
）
に
入
れ
る
。
ま
た
喜
阿
弥
系
本
の
宮

崎
本
（

　20
）
を
も
対
照
す
る
。

（
呆
犬
斎
本
）

（
観
智
院
本
）

（
宮
崎
本
）

１
、（
政
真
）

１
、（
政
真
）

１
、（
政
真
）

２
、
長
光

２
、
長
光

２
、
長
光
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３
、
則
国

３
、
国
安

３
、
国
安

４
、
国
安

４
、
国
末

４
、
国
末

５
、
国
末

５
、
久
国

５
、
久
国

６
、
久
国

６
、
吉
光

６
、
吉
光

７
、
吉
光

７
、
国
光

７
、
国
光

８
、
国
光

８
、
国
行

８
、
国
行

９
、
国
行

９
、
国
俊

９
、
国
俊

10
、
国
俊

10
、
国
友

10
、
国
友

11
、
国
友

11
、
国
吉

11
、
国
吉

12
、
国
吉

12
、
助
綱

12
、
助
綱

13
、
国
綱

13
、
包
永

13
、
包
永

14
、
包
永

14
、
守
家

14
、
守
長

15
、
守
長

15
、
吉
末

15
、
吉
末

16
、
吉
末

16
、
正
房

16
、
延
房

17
、
延
房

17
、
信
房

17
、
信
房

18
、
信
房

18
、
介
成

19
、
介
成

19
、
守
家

18
、
守
家

20
、
守
家

20
、
正
恒

19
、
正
恒

21
、
正
恒

21
、
行
秀

20
、
行
秀

22
、
行
秀　
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（
則
常
）

21
、（
則
常
）

23
、
則
常

22
、（
助
村
）

22
、
助
重

24
、
助
村

23
、
助
重

23
、
助
重

25
、
助
重

24
、
友
成

24
、
友
成

26
、
友
成

25
、（
則
房
）

25
、（
則
房
）

27
、
助
房

26
、（
助
宗
）

26
、（
助
宗
）

28
、
助
宗

27
、（
景
光
）

27
、（
景
光
）

29
、
景
光

28
、（
為
吉
）

28
、（
為
吉
）

30
、
為
吉

29
、
則
光

29
、
則
光

31
、
則
光

30
、（
天
国
）

30
、
宗
吉

32
、
宗
吉

31
、
宗
吉

31
、（
天
国
）

33
、
吉
房

32
、
豊
後
国
不
清

32
、
豊
後
国
末
師

34
、
天
国
行

33
、
吉
房

33
、
吉
房

35
、
豊
後
国
末
師

34
、
豊
後
国
行
平

34
、
豊
後
国
行
平

36
、
国
宗

35
、
常
遠

35
、
常
遠　

37
、
豊
後
国
行
平

36
、
則
貞

36
、
則
貞

38
、
常
遠

37
、
国
宗

37
、
国
宗

39
、
助
真

38
、（
重
弘
）

38
、（
重
弘
）

40
、
重
弘

39
、
滝

39
、（
重
弘
弟
子
）
41
、（
千
手
院
）

40
、（
国
治
）

40
、
く
に
ま
さ

42
、
龍
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41
、（
某
）

41
、（
某
）

43
、（
中
次
郎
国
治
）

42
、
了
戒

42
、
了
戒

44
、（
某
）

45
、
了
戒

　

こ
れ
を
見
る
と
、
呆
・
観
両
本
の
茎
の
配
列
が
ほ
ぼ
同
じ
事
、
宮
崎
本
の
後
半
の
順
番
が
、
両
本
の
配
列
に
異
な
る
事
が
分
か
る
。
更

に
こ
の
正
和
五
年
を
起
算
年
と
す
る
茎
図
を
、
諸
国
別
分
類
に
合
は
せ
て
編
集
し
た
直
江
本
も
参
照
し
、
本
文
を
比
較
す
る
と
、

（
呆
犬
斎
本
⑰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
諸
国
鍛
冶
銘

〈
茎
図
〉　
　
　
　

備
前
之
政
真
、
正
和
五
年
ま
て
ハ
百
十
五
年
也
、
少コ
ス
ジ

ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
や
す
り
、
太
刀
三
貫
斗
、
刀
ハ
一
貫
斗

〈
茎
図
「
長
光
」〉
き
り
や
す
り
又
ハ
き
り
め
い
な
り
、
た
か
ね
に
て
う
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　

め
ぬ
き
あ
な
よ
り
上
ニ
う
つ
な
り

（
観
智
院
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
諸
国
鍛
冶
銘

〈
茎
図
〉　
　
　
　

備
前
政マ
サ
サ
ネ真
、
正
和
五
■ヒ

年
ま
て
ハ
百
五
十
年
也

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
す
ち
か
ゑ
や
す
り

〈
茎
図
「
長
光
」〉
大
き
り
や
す
り
又
ハ
ほ
り
め
い
な
り
、
た
か
ね
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

め
ぬ
き
よ
り
上
ニ
う
つ
、
め
い
ハ
き
わ
ふ
ち
に
う
つ

（
宮
崎
本
）

〈
茎
図
〉　
　
　
　

備
前
政
真
、
正
和
五
年
ま
で
百
五
十
余
年
な
り
、
小
違
鑢
な
り

〈
茎
図
「
長
光
」〉
大
切
鑢
、
銘
掘
字
、
手
金
に
て
は
打
た
ず
、
目
貫
孔
の
上
に
打
つ
、
太
刀
は
帯
面
に
打
つ
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（
直
江
本
「
備
前
国
鍛
冶
之
流
」）

〈
茎
図
「
長
光
」〉
大
キ
リ
ヤ
ス
リ
、
ホ
リ
メ
イ
ナ
リ
、
ハ
ヾ
キ
ノ
上
ニ
打
モ
ア
リ

刀
ニ
ワ
〇
ノ
下
打
モ
ア
リ
（
中
略
）

〈
茎
図
「
政
真
」〉　

正
和
五
年
マ
テ
百
十
五
年
、
コ
ス
ヂ
カ
イ
ヤ
□
リ

と
あ
り
、
呆
犬
斎
本
と
観
智
院
本
の
本
文
が
近
い
事
が
分
か
る
が
、
前
者
に
は
代
付
が
あ
る
等
、
相
違
も
あ
り
、
寧
ろ
宮
崎
本
本
文
に
、

呆
犬
斎
本
よ
り
も
観
智
院
本
に
近
い
所
が
あ
る
。
し
か
し
、

（
呆
犬
斎
本
11
・
12
）

〈
茎
図
「
国
吉
」〉
こ
き
り
や
す
り
、
粟
田
口
藤
兵
衛
尉
、
ひ
ろ
す
く
や
き
は
也
、
は
た

〈
茎
図
「
助
綱
」〉
し
ろ
し
、
正
和
五
年
ま
て
ハ
百
余
年
也

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ハ
た
口
、
ほ
う
く
わ
う
ち
殿
の
御
代
に
め
し
く
た
さ
る
ゝ
、
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
を
作
也
、
太
刀
刀
共
ま
れ
也
、
大
き
り
や
す
り
、
か
ま
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

の
く
る
ま
を
う
ち
さ
こ
ん
の
と
か
う
す
、
正
和
五
年
ま
て
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

百
三
十
年
也

（
観
智
院
本
）

〈
茎
図
「
国
吉
」〉
あ
わ
た
口
、
藤
兵
衛
、
こ
す
ち
か
へ
や
す
り
、
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

や
き
は
す
く
、
あ
を
し
ろ
な
り
、
正
和
五
年
ま
て
ハ
百

〈
茎
図
「
助
綱
」〉
あ
わ
た
口
、
ほ
う
く
わ
う
し
殿
御
代
め
し
下
さ
れ
、
お
に

　
　
　
　
　
　
　
　

作
な
り
、
太
刀
刀
と
も
に
ま
れ
也
、
大
き
り
や
す
り
、
か
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　

の
く
ろ
ま
を
う
ち
、
と
う
さ
こ
ん
と
か
う
す
、
正
和
五
年
ま
て
ハ
百

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卅
年
也
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（
宮
崎
本
）

〈
茎
図
「
国
吉
」〉
粟
田
口
、
小
切
鑢
、
広
直
刃
肌
青
く
又
白
し
、
正
和
五
年
ま
で
百
余
年
な
り

〈
茎
図
「
国
綱
」〉
大
切
鑢
、
正
和
五
年
ま
で
百
二
十
年
に
な
る

と
あ
る
が
、
粟
田
口
国
綱
を
呆
・
観
両
本
が
「
助
綱
」
と
誤
る
等
、
此
処
で
も
両
本
が
近
似
す
る
事
が
分
か
る
。

　

こ
の
様
に
呆
犬
斎
本
①
～
⑱
は
、
現
存
銘
尽
中
、
最
も
復
元
観
智
院
本
の
そ
れ
に
近
い
と
言
つ
て
良
い
。
さ
う
す
る
と
、
次
に
は
両
本

の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

　

吉
原
氏
と
は
別
個
に
、
現
在
の
観
智
院
本
の
錯
簡
を
正
し
た
写
本
が
呆
犬
斎
本
そ
の
も
の
、
又
は
そ
の
祖
本
で
あ
る
と
見
る
必
要
は
な

い
だ
ら
う
。
さ
う
す
る
と
錯
簡
発
生
以
前
の
元
観
智
院
本
の
一
部
の
み
（
第
一
部
・
第
二
部
）
を
写
し
、
そ
れ
以
外
の
記
事
を
増
補
し
た

の
が
呆
犬
斎
本
（
の
祖
本
）
と
解
す
る
事
に
な
る
だ
ら
う
か
。

　

前
掲
の
②
の
波
線
相
当
の
本
文
脱
落
の
例
で
は
、
呆
犬
斎
本
に
後
出
箇
所
の
有
る
事
は
確
か
で
あ
る
し
、
⑫
「
来
之
系
図
」
で
は
、

（
呆
犬
斎
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　

来
之
系
図　

先
祖
鍛
冶
自
高
麗
来
ル
間
、
来

　
　

国
と
か
う
す

　
　

国
吉　

国
行　

国
俊　

国
光　

鐘
丸

　
　

国
末　

面
影　

女
子　

国
次　
皆
共
三
尺
三
寸
三
分
也

あ
ハ
た
口
ニ
く
て
ん
あ
り

（
臼
杵
丙
本
）

　
　
　
　

来
高　

高カ
ウ
ラ
イ
ヨ
リ
来

麗　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
呆
犬
斎
本
の
後
出
性
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国
吉　

国来大
郎行　

国孫大
郎俊　

国六
郎光　

女
子　

国
次「鎌
倉
ヘ
モ
下
打
也

　

国
長
（
下
略
）

（
観
智
院
本
第
三
部
14
「
来
系
図
」）

　
　
　
　

来
系
図

　
　

国　粟
田
口
也

吉　

国
行
自
是
来　

国
永　

国
俊　

国
光

（
観
智
院
本
⑫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貞
親
本
）（
　21
）

と
あ
る
。
厳
密
に
言
つ
て
此
処
の
刀
工
の
親
族
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
鐘
丸
・
面
影
は
名
刀
の
名
で
、
国
行
作
と
さ
れ
る
（
　22
）。
ま
た
「
三

尺
三
寸
也
」
は
、
貞
親
本
・
本
阿
本
（
正
安
本
・
直
江
本
同
）
を
見
る
に
、
そ
の
両
刀
の
寸
法
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
れ
も
呆
犬
斎

本
が
本
来
の
系
図
を
崩
し
て
ゐ
る
例
と
見
て
良
い
。
臼
杵
丙
本
は
以
降
の
来
流
の
刀
工
名
の
列
挙
が
続
く
が
、
対
応
部
分
は
同
様
の
文
章

系
図
に
基
づ
く
と
解
釈
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
前
述
の
脇
書
が
無
い
事
か
ら
し
て
、
観
智
院
本
第
三
部
「
来
系
図
」
の
場
合
と
同
じ

く
、
呆
犬
斎
本
が
こ
れ
よ
り
出
た
と
見
る
必
要
は
無
い
。

　

ま
た
⑬
「
鎌
倉
鍛
冶
」
で
は
、

国
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
国
行

国
俊
　
　
　
　
国
光

国
末
来
六
郎

女
子
　
　
　
　
国
次

国
安

国
長
　
号
中
嶋
来
菅
原
国
長
ト
号

来
系
図
せ
ん
そ
の
か
ち
、
か
う
ら
い
よ
り
き
た
る

あ
ひ
た
来
国
と
か
う
す

（
破
線
は
ミ
セ
ケ
チ
）

１
「
」
来
之
間
来
国
吉

　
　
　
ト
号
ス

弘
安
比

来
太
郎

越
前
来
童
名

千
代
鶴
丸

応
安
比

延
文
モ
ア
リ

来
兵
衛
尉

正
和
比

来
六
郎
来
之
字
ハ
不
打
銘
ハ
目
貫
穴
ノ

下
ニ
打
柄
身
横
鏟
モ
ハ
モ
丸
キ
様
也

先
丸
シ
２
「
」
面
影
３
蛇
丸
造
之
三
尺
三
寸
也

〇
来
系
図

国
吉
　
　
国
行
　
　
国
俊
　
　
国
光

　
　
　
　
鐘
丸
　
　
国
末

　
　
　
　
面
影
　
　
女
子
　
　
国
次
来
ひ
や
う
ゑ
の

永
徳
比
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（
呆
犬
斎
本
）

　
　

正
宗
五
良
入
道
、
広
光
九
ら
次
郎
、
秋
広
九
良
三
ら
、
貞
宗
彦

　
　

四
郎
任
左
兵
衛
尉

（
観
智
院
本
）

　
　

正
宗
五
郎
入
道　
　

貞
宗　
　

彦
四
郎
左
衛
□
尉
に
ん
す

（
貞
親
本
）

と
、
観
智
院
本
が
持
た
な
い
、
広
光
・
秋
広
を
呆
犬
斎
本
が
持
つ
。
貞
親
本
に
秋
広
を
「
貞
治
比
」
と
し
、
長
享
本
「
近
代
鎌
倉
物
前
後

不
同
」
で
は
、
広
光
に
「
貞
治
年
ナ
リ
」、
秋
広
に
「
明
徳
年
中
ナ
リ
」
と
あ
る
。
本
間
薫
山
氏
は
広
光
の
現
存
刀
が
「
観
応
」
に
遡
り
、

秋
広
の
そ
れ
に
「
延
文
・
貞
治
」
の
年
紀
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
明
徳
年
紀
の
あ
る
刀
は
二
代
で
あ
ら
う
と
す
る
（
　23
）。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

呆
犬
斎
本
に
は
、
南
北
朝
期
の
鍛
冶
の
増
補
が
成
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
な
る
（
　24
）。
且
つ
そ
れ
が
宇
都
宮
系
本
に
共
通
す
る
事
か
ら
、
呆
犬

斎
本
と
宇
都
宮
系
本
に
は
、
共
に
増
補
記
事
を
持
つ
祖
本
が
想
定
さ
れ
る
だ
ら
う
か
。
前
掲
の
来
系
図
の
国
行
の
寸
法
の
脇
書
か
ら
も
、

同
様
の
解
釈
が
一
見
可
能
の
如
く
で
あ
る
。

　

ま
た
、
⑰
「
古
今
諸
国
鍛
冶
銘
」
21
で
、

（
呆
犬
斎
本
）

〈
茎
図
「
行
秀
」〉　
則
常
ハ
備
前
の
う
ち
も
の
也
、
や
き
は
ハ
、
こ
ほ
し
入

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
れ
や
す
り
、
ミ
ね
は
ま
ろ
し
、
正
和
五
年
ま
て
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
年
は
か
り
な
り
、
太
刀
上
ハ
三
十
貫
斗
也

五
郎
入
道
（
略
）

〈
〉
九
郎
次
郎

彦
四
郎

　（略
）

貞
治
比

正
宗

　
　
　
　広
光

　
　
　
　秋
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（本
阿
本
〈
貞
治
の
こ
ろ
〉）

　
　
　
　
　
　貞
宗

―　33　―



〈
茎
図
〉　
　
　
　

備
前
之
国
助
村
、
大
き
り
や
す
り
、
乱
や
き
は
也

　
　
　
　
　
　
　
　

刀
ハ
な
し
は
た
、
あ
を
し
、
正
和
五
年
ま
て
ハ
百
年

　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り
な
り

（
観
智
院
本
）

〈
茎
図
「
行
秀
」〉　
　
　
　

則
常
ハ
、
ひ
ん
せ
ん
の
も
の
な
り

〈
茎
図
〉則常　
　
　
　

や
き
は
、
こ
ほ
し
入
、
な
か
れ
や
す
り
、
ミ
ね
ま
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
和
五
年
ま
て
ハ
五
十
年
ハ
か
り

〈
茎
図
「
助
重
」〉　

ひ
せ
ん
助
村
、
大
き
り
や
す
り
、
ミ
た
れ
や
き
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刀
ハ
な
し
は
た
、
あ
を
し

（
宮
崎
本
）

〈
茎
図
「
行
秀
」〉　

大
和
の
住
人

〈
茎
図
「
則
常
」〉　

備
中
者
な
り
、
細
焼
刃
入
流
刃
、
み
ね
は
丸
し
、
正
和
五
年
ま
で
五
十
年
な
り

〈
茎
図
「
助
村
」〉　

備
前
、
大
切
鑢
、
乱
焼
刃
、
刀
は
梨
子
肌
青
し
、
正
和
五
年
ま
で
百
年
に
な
る

（
直
江
本
「
大
和
国
カ
チ
ノ
次
第
」）

〈
茎
図
「
行
秀
」〉　

ミ
ネ
ワ
四
方
ナ
リ
、
佐
々
木
ノ
四
郎
ウ
ヂ
河
ワ
タ
ス
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
持
此
サ
ク
也

（
直
江
本
「
備
前
国
鍛
冶
之
流
」）

〈
茎
図
「
則
常
」〉　

ヤ
イ
ハ
ホ
ク
、
ナ
カ
レ
ヤ
ス
リ
、
マ
ル
ミ
ネ
ツ
ク
リ

と
あ
る
所
は
、
宮
崎
本
で
も
行
秀
に
は
目
利
記
事
が
無
い
様
に
、
呆
・
観
両
本
が
本
来
小
書
の
無
い
行
秀
茎
図
の
下
に
、
則
常
の
そ
れ
を

追
ひ
込
み
、
更
に
呆
犬
斎
本
が
、
銘
の
無
い
則
常
茎
図
に
続
く
助
村
を
追
ひ
込
ん
だ
と
解
さ
れ
る
。
此
処
は
観
智
院
本
の
形
態
が
古
い
事
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に
な
る
。

　

一
方
で
、
呆
犬
斎
本
が
観
智
院
本
よ
り
も
古
態
を
残
す
箇
所
が
あ
る
。
⑭
（
古
今
所
々
時
代
不
同
）
を
見
る
に
、

（
呆
犬
斎
本
）

　
　

（
上
略
）　

定
俊　

兼
永　

了
戒　

光
包　

長
光
之
子
任
坂
本　

中
次
郎

（
観
智
院
本
）

　
　

（
上
略
）　

定
俊　

兼
永　

中
次
郎　

了
戒　

　
　

光
包　
　
　

長
光　
弟
子
坂
本
住

（
臼
杵
丙
本
）

　
　

（
上
略
）　
　

定サ
タ

俊
綾
小
路

弥
五
二
郎　

定サ
タ

俊
京
五
郎
入
道

　
　

光
包
坂
本
住　
　

月
山
奥
州　

雲
同
同
国

の
観
智
院
本
の
長
光
の
小
書
は
、
長
光
の
説
明
す
る
と
意
味
を
成
さ
な
い
。
こ
れ
は
「
住
」
を
「
任
」
と
誤
る
が
、
本
来
、
呆
犬
斎
本
の

如
く
、
長
光
以
下
は
光
包
の
小
書
で
あ
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
臼
杵
丙
本
、
ま
た
喜
阿
弥
系
本
の
加
賀
本
（
　25
）
や
佐
々
木
本
に
、

（
加
賀
本
「
京
鍛
冶
」）　
　
　

（
佐
々
木
本
四
「
京
鍛
冶
事
」）

　
　

光
包
備
前
ノ
長
光
カ

弟
子
坂
本
ニ
住
ス　
　
　
　
　
　

光
包
戸
津
来
文
和

二
死
、
坂
本
住
云

と
あ
る
の
も
参
照
出
来
よ
う
。

　

こ
れ
は
或
い
は
呆
犬
斎
本
の
訂
正
の
結
果
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
本
文
で
も
呆
犬
斎
本
が
観
智
院
本
よ
り
も
古
態

を
残
す
箇
所
が
あ
る
。
⑰
「
古
今
諸
国
鍛
冶
銘
」
の
介
成
を
見
る
に
、
観
智
院
本
に
は
同
人
が
無
い
が
、

四
、
観
智
院
本
の
後
出
性
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（
呆
犬
斎
本
）

〈
茎
図
「
介
成
」〉　

備
前
の
か
ち
の
上
な
り
、
こ
す
し
か
へ
や
す
り
、
ミ
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

や
き
は
も
あ
り
、
は
た
あ
を
し
、
な
し
め
な
り
、
刀
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
な
り
、
太
刀
ハ
上
か
五
貫
斗
也
、
正
和
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
て
ハ
、
八
十
年
は
か
り
也

（
宮
崎
本
）

〈
茎
図
「
介
成
」〉　

備
前
な
り
、
本
は
上
藹
な
り
、
小
違
鑢
な
り
、
乱
焼
刃
も
あ
り
、
肌
者
梨
子
目
は
だ
な
り
、
ま
れ
な
る
も
の
な

り
、
正
和
五
年
五
百
八
十
年
な
り

（
直
江
本
「
大
和
国
カ
チ
ノ
次
第
」）

〈
茎
図
「
介
成
」〉
ス
ヂ
カ
へ
ヤ
ス
リ
ナ
リ
、
ミ
ダ
レ
ヤ
イ
バ
ニ
、
ハ
ダ
ヘ
シ
ロ
シ
、
此
作
マ
レ
ナ
リ

　
　
　

ビ
ゼ
ン
ニ
モ
同
名
ア
リ

と
、
呆
犬
斎
本
と
宮
崎
本
・
直
江
本
本
文
が
近
接
す
る
。
介
成
の
み
三
本
の
祖
本
の
段
階
で
増
補
さ
れ
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
よ
り
も
、

正
和
五
年
の
起
算
年
が
呆
犬
斎
本
と
宮
崎
本
に
有
る
事
か
ら
す
る
と
、
同
記
事
を
観
智
院
本
が
脱
落
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

同
じ
⑰
21
の
鬼
神
大
夫
行
平
で
、

（
観
智
院
本
）
太
刀
刀
、
ま
る
ミ
み
ね
お
ゝ
し
、
又
ミ
ね
あ
り

と
あ
る
が
、
傍
線
部
は
意
味
を
な
さ
ず
、
脱
落
が
予
想
さ
れ
る
。
本
間
薫
山
氏
は
そ
の
前
に
「
庵
」
が
入
る
か
と
す
る
が
（

　26
）、
呆
犬
斎

本
に
、

　
　

刀
に
ま
ろ
ミ
ね
お
ほ
し
、
又
三
ミ
ね
も
あ
り

と
、
正
に
妥
当
な
本
文
が
あ
り
、
観
智
院
本
の
目
移
り
の
誤
脱
の
可
能
性
を
も
推
察
出
来
る
。
更
に
④
「
一
条
院
御
宇
」
の
宗
近
を
見
る

に
、
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（
呆
犬
斎
本
）

　
　

宗
近
三
条
之
小
鍛
冶
と
い
ふ

　
　

後
鳥
羽
院
之
御
剱
う
丸
と
い
ふ
太
刀
是
を
作
、
小
納
言
入
道

　
　

し
ん
さ
い
の
こ
き
つ
ね
お
な
し
く
是
を
作
也

（
観
智
院
本
）

　
　

宗
近　

三
条
の
こ
か
ち
と
い
ふ
、
後
と
は
の
ゐ
ん
の
御

　
　
　
　
　

つ
る
き
、
う
き
ま
る
と
い
ふ
太
刀
を
作
、
少
納
□

　
　
　
　
　

入
道
し
ん
せ
い
の
こ
き
つ
ね
、
お
な
し
作
也

（
貞
親
本
）

　
　

宗
近　

三
条
小
鍛
冶
云
々
、
柄
身
土
目
ニ
テ
少
シ
大
キ

　
　
　
　
　

ラ
カ
也
、
峯
ヲ
少
シ
丸
ク
ス
ル
、
刃ハ

ノ
方
モ
丸
シ
、
後

　
　
　
　
　

鳥
羽
院
御
剱
鵜
丸
造
之
、
小
納
言
入
道

　
　
　
　
　

信
西
所
持
之
小
狐
同
作
也
（
下
略
）

（
臼
杵
丙
本
）

　
　

宗
近　
三
条
小
鍛
冶
、
後
鳥
羽
院
之
御
釼
、
鵜
丸
と
云
太
刀
是
を
作
、
小
納
言

入
道
信
西
か
所
持
ノ
小
狐
同
作
也

（
直
江
本
「
山
城
之
鍛
冶
之
次
第
」）

〈
茎
図
「
宗
近
」〉
三
条
ノ
小
カ
ヂ
ト
云
、
六
条デ
ウ
ノ
院
一
条デ
ウ
ノ
院
ノ
御
代
正
暦リ
ヤ
□

年
中
之
物
ナ
リ
、（
中
略
）
後ゴ

鳥ト

羽バ
ノ
イ
ン院
鵜
丸
此
作
ナ
リ
、

小
納ナ

言ゴ
ン

入
道
シ
ン
セ
イ
ノ
子
キ
ツ
ネ
マ
ル
ト
モ
作
ナ
リ

（
長
享
本
）

宗
近　

三
条
小
鍛
冶
、
寛
和
元
年
〔
乙
酉
〕
即
位
御
門
ヲ
一
条
ノ
院
ト
申
、
神
武
ヨ
リ
六
十
六
代
也
、（
中
略
）
後
鳥
羽
院
御
釼
鵜
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丸
造
之
、
少
納
言
入
道
信
西
所
持
之
釼
同
（
下
略
）

と
あ
り
、
呆
・
観
本
文
が
近
い
が
、
観
智
院
本
独
自
の
「
ウ
キ
丸
」
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
銘
尽
に
も
見
え
る
「
鵜
丸
」
が
正
し

く
（
　27
）、
呆
犬
斎
本
が
古
態
を
保
つ
箇
所
と
解
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
呆
・
観
両
本
に
は
共
通
の
祖
本
が
存
在
す
る
と
説
明
す
る
事
に
な
る
。
⑥
「
奥
州
鍛
冶
」
を
見
る
に
、

（
呆
犬
斎
本
）

　
　
　
　
　
　
　
ａ
奥
州
鍛
冶

　
　

行
重
、
ｂ
号
舞マ
ウ
フ
サ早
、
や
き
は
ｃ
ほ
そ
く
、
ｄ
は
た
ハ
ま
さ
め
也
、
ｅ
丸
ミ
ね

　
　

な
り
、
ｆ
中
子
、
つ
ち
め
に
て
ｇ
み
ち
か
し
、
ｈ
は
ゝ
き
、
ひ
き
し

　
　
　
　
　
　
　

月
山
雲
國

　
　

有
成
、
河
内
国
之
住
人
、
後
白
河
院
之
御
剱
石
切
を
作
也

（
観
智
院
本
）

　
　
　
　
ａ
奥
州
か
ち

　
　

行
重　
ｂ
舞
草
と
か
う
す
、
や
き
は
ｃ
ほ
そ
く
、
ｉ
す
く
に
て
、

　
　
　
　
　
ｄ
は
た
ハ
ま
さ
め
ニ
て
、
ｅ
ま
る
ミ
ね
な
り
、
ｆ
な
か

　
　
　
　
　

こ
ハ
つ
ち
め
に
、
ｇ
み
し
か
し

　
　

月
山　
　

雲
同

（
元
亀
本
）

　
　

有
成
白
河
院
御
宇

延
久
之
比

河
内
国
住
人
、
後
白
川
院
石
切
造
之

　
　
　
　

　
　

行
重
同
御
宇
ｂ
号
舞イ

種草

、
ａ
奥
州
住
人
ｆ
柄
身
土
目
、
ｅ
峯
丸
シ
、
ｄ
ハ
タ
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マ
サ
メ
也

（
貞
親
本
）（
　28
）

　
　

有
成　

河
内
国
住
人
、
後
白
川
院
石
切
造
之

　
　
　
　
　

義
平
所
持
之

　
　

行
重　
ｂ
号
舞
草
、
ａ
奥
州
住
人
、
ｆ
柄
身
土
目
ニ
テ
ｇ
短
シ

　
　
　

刃
ｉ

直ス
ク
ニ

ｃ
細
、
ｄ
ハ
タ
マ
サ
メ
ニ
テ
ｅ
丸
峯
也
、
ｈ
ハ
ヽ
キ
ヒ
キ
シ

（
臼
杵
丙
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
略
）
行
重⎾

ａ
奥
州
住

　
ｂ
ま
う
ふ
き
刃

　
ｃ
ほ
そ
ｉ
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

有
成　

河
内
国
住
人
、
後
白
河
院
石
切
是
を
作
也

（
正
安
本
「
陸
奥
国
物
」）

　
　

行ゆ
き

重し
け
一
て
う
の
い
ん

ち
や
う
と
く
の
比　
　
ａ
奥
州
の
ち
う
、
ｆ
つ
か
の
身
つ
ち
め
に
て
、
ｇ
み
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
き
は
ｉ
す
く
に
ｃ
ほ
そ
し
、
ｄ
は
た
ま
き
め
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ま
る
む
ね
、
ｈ
は
ゝ
き
ひ
き
し
、
ｂ
又
舞
草
か
事
也
と

（
加
賀
本
「
陸
奥
国
鍛
冶
次
第
不
同
」）（
　29
）

　
　

行
重
ｂ
舞
草
、
太
刀
刀
ｆ
中
心
土
目
ニ
テ
末
ｃ
ホ
ソ
ク

ウ
ス
シ
、【
ヒ
ケ
キ
リ
ノ
作
者
也
、
中
心
ｇ
ミ
シ
カ
シ
】

と
あ
り
、
記
事
の
配
列
順
と
出
入
り
を
挙
げ
れ
ば
、

　

呆
犬
斎
本　
ａ
―
ｂ
―
ｃ
―
ｄ
―
ｅ
―
ｆ
―
ｇ
―
h

　

観
智
院
本　
ａ
―
ｂ
―
ｃ
―
i
―
ｄ
―
ｅ
―
ｆ
―
ｇ

　

元
亀
本　
　

ｂ
―
ａ
―
ｆ
―
ｅ
―
ｄ
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貞
親
本　
　

ｂ
―
ａ
―
ｆ
―
ｇ
―
i
―
ｃ
―
ｄ
―
ｅ
―
h

　

臼
杵
丙
本　
ａ
―
ｂ
―
ｉ
―
ｃ

　

正
安
本　
　
ａ
―
ｆ
―
ｇ
―
i
―
ｃ
―
ｄ
―
ｅ
―
h
―
ｂ

　

加
賀
本　
　

ｂ
―
ｆ
―
ｃ
―
ｇ

と
、
此
処
で
も
目
利
部
分
が
呆
・
観
両
本
で
共
通
す
る
の
だ
が
、
ｈ
と
ｉ
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
記
事
で
あ
る
。
然
る
に
宇
都
宮
系
本
・
正
安

本
が
両
記
事
を
持
つ
。
先
に
宇
都
宮
系
本
文
が
呆
・
観
両
本
に
増
補
し
た
箇
所
を
見
た
が
、
此
処
は
呆
・
観
両
本
の
祖
本
の
本
文
を
、
宇

都
宮
系
本
・
正
安
本
が
継
承
し
、
呆
・
観
両
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
脱
落
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
一
方
で
、
河
内
鍛
冶
の
有
成
が
、
呆
犬
斎
本
と
宇
都
宮
系
本
で
は
こ
の
位
置
に
あ
る
。
有
成
は
一
条
院
の
鍛
冶
（
明
徳
三
年
本
・

佐
々
木
本
）
と
さ
れ
る
か
ら
、
呆
犬
斎
本
の
構
成
上
、
例
外
的
記
事
で
、
観
智
院
本
よ
り
も
後
出
記
事
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、

注
目
す
べ
き
は
、
宇
都
宮
系
本
・
正
安
本
の
行
重
記
事
に
、
呆
・
観
両
本
そ
れ
ぞ
れ
に
の
み
見
え
る
目
利
記
事
の
あ
る
事
で
あ
る
（
二
重

線
部
・
波
線
部
）。
先
に
呆
犬
斎
本
と
宇
都
宮
系
本
の
祖
本
に
、
観
智
院
本
に
無
い
増
補
箇
所
が
あ
る
と
し
た
が
、
此
処
で
は
呆
・
観
両

本
を
遡
る
祖
本
の
本
文
を
、
正
安
本
が
保
持
し
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

結
論
を
言
へ
ば
呆
犬
斎
本
は
、
直
接
、
錯
簡
以
前
の
観
智
院
本
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
同
系
統
の
伝
本
よ
り
出
た
も
の
で
、
そ
の

価
値
は
、
正
に
吉
原
氏
の
復
元
が
正
し
い
事
を
証
す
る
事
に
あ
る
が
、
更
に
一
部
で
は
あ
る
が
観
智
院
本
よ
り
も
古
態
を
残
す
所
が
あ
る

と
指
摘
出
来
る
。
且
つ
観
智
院
本
祖
本
の
構
成
・
本
文
の
批
判
検
討
を
可
能
に
す
る
事
に
も
あ
る
。
即
ち
正
に
前
述
の
⑥
の
有
成
は
、
時

代
的
に
不
具
合
で
あ
る
為
、
観
智
院
本
が
除
い
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
、
④
「
一
条
院
御
宇
」
で
は
、

（
観
智
院
本
）

　
　

正
恒　

備
前
国
住
人
、
な
か
こ
す
り
か
ゑ
や
す
り

　
　
　
　
　

な
か
こ
さ
き
、
ふ
つ
き
り
な
り
、
あ
し
か
ゝ
の

　
　
　
　
　

又
太
良
忠
綱
し
よ
ち
の
太
刀
な
り
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（
呆
犬
斎
本
）

　
　

正
恒　

備
前
之
国
之
住
人
、
中
子
す
ち
か
へ
や
す
り
也
、
中
子

　
　
　
　
　

の
さ
き
、
ふ
つ
と
き
れ
な
り
、
あ
し
の
又
大
良
忠
綱
も
つ
、
つ
な

　
　
　
　
　

き
り
を
作

（
臼
杵
丙
本
）

　
　

正
恒　

備
前
国
、
す
ち
か
ひ
や
す
り
、
中
こ
さ
き
、
ふ
つ
き
れ
な
り

（
本
阿
本
「
一
条
院
御
宇
」）（
　30
）

　
　
　
　

正ま
さ
つ
ね恒　

備ひ
せ
ん前
国く
に

住ち
う

人
、
つ
か
の
身
す
ち
か
い
や
す
り
に
て

　
　
　

【
正に

た
り恒
】
つ
か
の
身
な
か
く
、
さ
き
ふ
つ
き
り
な
り
、
足あ
し
か
ゝ
の利　

　
　

又
大
郎
忠た

ゝ

綱つ
な

し
よ
ち
の
つ
な
き
り
、
こ
れ
を
つ
く
る
也

　
　

正
恒
の
ほ
ん
め
い
、（
下
略
）

（
貞
親
本
）

　
　

正
恒　

備
前
国
住
人
、
柄
身
細
ク
長
シ
切
リ
鏟
ノ
チ
ト

　
　
　
　
　

ス
チ
カ
ウ
也
、
峯
モ
ハ
モ
四ヨ
ホ
ウ方
也
、
銘
ハ
目
貫
穴
ノ
下
ニ

　
　
　
　
　

打
ツ
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
所
持
之
太
刀
綱
切

　
　
　
　
　

造
之
、
足
利
又
四
郎
忠
綱
イ　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

	（
元
亀
本
・
明
治
三
十
三
年
本
傍
線
な
し
）

と
あ
り
、
観
智
院
本
第
三
部
「
剣
作
鍛
冶
前
後
不
同
」
の
正
恒
に
も
「
足
利
又
太
郎
細
切
丸
」
と
あ
る
の
だ
が
、「
綱
切
」
が
呆
犬
斎
本

祖
本
の
増
補
か
、
観
智
院
本
他
が
歴
史
的
に
不
適
当
な
記
事
（

　31
）
を
削
除
し
た
か
検
討
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
鈴
木
雄
一
氏
「
重
代
の
太
刀
―
「
銘
尽
」
の
説
話
世
界
を
中
心
に
」（『
文
学
史
研
究
』
三
十
五
，
平
成
六
年
十
二
月
）、
鈴
木
彰
氏
『
平

家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』
第
三
部
第
一
編
の
諸
論
（
平
成
十
八
年
二
月
）・
渡
瀬
淳
子
『
室
町
の
知
的
基
盤
と
言
説
形
成
』
第
二
部

二
「「
剣
巻
」
の
成
立
背
景
―
熱
田
神
話
の
再
検
討
と
刀
剣
伝
書
の
世
界
」（
平
成
二
十
八
年
十
月
）

（
２
）
本
稿
で
は
吉
原
弘
道
氏
「
重
要
文
化
財
「
銘
尽
（
観
智
院
本
）」
の
復
元
と
そ
の
性
格
（
一
）」（『
刀
剣
美
術
』
七
〇
四
、
平
成
二
十
七
年

九
月
、
以
下
、
吉
原
氏
論
①
）、「
同
（
二
）」（『
同
』
七
〇
五
、
同
十
月
、
以
下
、
吉
原
氏
論
②
）
の
影
印
に
よ
る
。

（
３
）
三
矢
宮
松
氏
『
観
智
院
本
銘
尽
釈
文
』（
昭
和
十
四
年
七
月
）

（
４
）
何
れ
も
刀
剣
博
物
館
蔵
。
正
安
本
に
つ
い
て
は
、
間
宮
光
治
氏
「
銘
尽
正
安
本
と
観
智
院
本
銘
尽
と
の
比
較
」（『
鎌
倉
鍛
冶　

藻
塩
草
』

所
収
）、
直
江
本
に
つ
い
て
は
、
吉
原
弘
道
氏
『
平
安
～
室
町
時
代
に
お
け
る
刀
鍛
冶
の
基
礎
的
研
究
―
中
世
刀
剣
書
を
中
心
と
し
た
刀

工
一
覧
（
稿
）
―
』（
令
和
五
年
二
月
、
以
下
、
吉
原
氏
稿
と
す
る
）
の
「
直
江
本
銘
尽
解
題
」
参
照
。

（
５
）「「
銘
尽
（
龍
造
寺
本
）」
か
ら
見
え
る
中
世
刀
剣
書
の
成
立
と
そ
の
受
容
―
申
状
土
代
の
裏
に
書
写
さ
れ
た
現
存
最
古
の
刀
剣
書
―
」（『
古

文
書
研
究
』
八
十
四
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
、
以
下
、
吉
原
氏
論
③
）。
猶
、
長
享
本
は
、
国
会
図
書
館
蔵
新
写
本
（
電
子
公
開
）
に

よ
る
。

（
６
）
拙
稿
「
源
氏
重
代
太
刀
伝
承
二
、
三
」（『
米
沢
国
語
国
文
』
四
十
三
、
平
成
二
十
六
年
十
月
）
参
照
。
猶
、
吉
原
氏
稿
に
「
明
徳
本
銘
尽
」

と
し
て
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。

（
７
）
和
鋼
博
物
館
蔵
。
鈴
木
彰
氏
前
掲
著
第
三
部
第
一
編
第
四
章
「
伊
勢
貞
親
本
『
銘
尽
』
の
構
成
と
伝
来
」
参
照
。

（
８
）
同
じ
宇
都
宮
系
本
の
本
阿
本
（
刀
剣
博
物
館
蔵
）
と
主
要
な
異
同
を
対
照
す
る
。

（
９
）
呆
犬
斎
文
庫
蔵
『
古
刀
鍛
冶
系
図
』
一
冊
が
、
元
亀
本
と
同
じ
「
鍛
冶
目
録
旧
記
分
」
を
持
つ
（
錯
簡
あ
り
）。
同
本
の
奥
書
を
挙
げ
る
。

　
　

「
本
書
ハ
北
原
蔵
人
秘
蔵
ナ
ル
書
キ
モ
ノ
、
原
書
ノ
侭
写
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
文
字
誤
リ
モ
多
有
ル
ヤ
ニ
思
ハ
ル
ヽ
、
見
ル
人
熟
考
ス
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
丗
七
年
三
月
写
之
、
陰
暦
二
月
初
旬
」

と
あ
る
。
本
文
の
起
算
年
と
し
て
は
「
慶
長
八
年
」
が
見
え
る
。
本
書
の
出
所
か
ら
し
て
、
北
原
蔵
人
は
幕
末
の
津
軽
藩
用
人
と
思
は
れ

る
（『
青
森
県
史　

第
三
巻
』
元
治
元
年
十
月
三
日
条
）。
以
下
、
明
治
三
十
三
年
本
と
す
る
。
ま
た
『
和
朝
古
今
鍛
冶
之
次
第
同
名
乗
事
』

（
国
会
図
書
館
蔵
）
の
「
鍛
冶
旧
記
目
録
」
は
鍛
冶
の
配
列
が
同
じ
だ
が
、
名
剣
説
話
部
分
が
無
い
（
電
子
公
開
）。

（
10
）
小
峯
和
明
氏
「
中
世
の
注
釈
を
読
む
‥
‥
‥
読
み
の
迷
路
」（
三
谷
邦
明
・
小
峯
和
明
氏
編
『
中
世
の
知
と
学　

〈
注
釈
を
読
む
〉』（
平
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成
九
年
十
二
月
）
所
収
）
に
紹
介
さ
れ
る
。
此
処
で
は
吉
原
弘
道
氏
撮
影
資
料
を
恩
借
し
た
。

（
11
）
構
成
は
二
部
（
Ａ
・
Ｂ
）
に
分
か
れ
る
。
章
題
を
挙
げ
る
と
、
Ａ
１
「
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
」、
２
「
大
宝
年
中
鍛
冶
ノ
カ
チ
」、
３
「
和
銅

年
中
」、
４
「
一
条
院
御
宇
」、
５
「
時
代
無
分
明
」、
６
「
大
和
国
代
付
」、
７
「
備
前
物
代
付
」、
８
「（
宗
近
・
延
利
・
正
恒
）」、
９
「
粟

田
口
」、
10
「
来
」、
11
「
鎌
倉
」、
12
「
備
前
」、
13
「
豊
後
物
代
付
」、
14
「
伯
耆
物
□
」、
15
「
薩
摩
物
」、
16
「
京
物
代
付
」、
17
「
鎌

倉
物
代
付
」、
Ｂ
18
「（
茎
図
）」、
19
「
コ
ミ
ノ
シ
サ
イ
」、
20
「（
国
行
・
定
利
銘
字
相
似
の
子
細
」）、
21
「
鎌
倉
ノ
系
図
」、
22
「
越
中

物
ノ
系
図
」、
23
「
来
ノ
系
図
」、
24
「（
有
風
・
方
土
）」。
17
の
最
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
越
遠
江
入
道
在
判

　
　
　
　
　

正
和
三
年
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
三
河
入
道
在
判

の
本
奥
書
が
あ
る
。

（
12
）
三
部
（
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
）
に
分
か
れ
る
。
Ａ
は
甲
本
に
同
。
Ｃ
は
18
「
所
々
時
代
不
同
」、
19
「
可
然
物
」、
20
「
新
作
物
」、
21
「
粟
田
口

系
図
」、
22
「
来
」、
23
「
備
前
長
船
一
流
」、
24
「
長
谷
部
」、
25
「
越
中
国
住
」、
26
「
平
安
城
」、
27
「
越
後
国
（
諸
国
夾
雑
す
る
）」、

28
「
相
模
国
」、
29
「
大
和
国
」、
30
「
出
雲
国
」、
31
「
丹
後
国
」、
32
「
因
幡
」、
33
「
肥
前
国
」、
34
「
豊
後
国
」、
35
「
薩
摩
国
」、
36

「
豊
前
国
」、
37
「
駿
河
二
目
貫
」、
38
「
筑
前
国
」、
39
「
備
中
国
」、
40
「
播
磨
国
」、
41
「
備
前
国
」、
42
「
ス
リ
一
文
字
」、
43
「
大

一
文
字
」、
44
「
了
戒
也
」、
45
「
助
真
」、
46
「（
鍛
冶
銘
）」、
Ｄ
47
「
粟
田
口
系
図
」、
48
「
一
文
字
類
銘
大
方
」、
49
「
鎌
倉
物
系
図
」、

50
「
備
前
物
系
図
」、
51
「
鎌
倉
系
図
」、
52
「
諸
国
堂
銘
」、
53
「
正
宗
（
見
様
）」、
54
「
貞
宗
（
見
様
）」、
55
「
義
弘
（
見
様
）」、
56
「
左

（
見
様
）」、
57
「
助
宗
（
見
様
）」、
58
「（
刃
上
中
下
見
様
）」

（
13
）
Ｅ
１
「（
茎
図
）」、
Ａ
２
「
粟
田
口
系
図
」、
３
「
来
系
図
」、
４
「
鎌
倉
系
図
」（
以
上
が
甲
本
Ａ
の
９
～
11
に
近
似
）、
５
「
鎌
倉
ノ
系
図
」、

６
「
越
中
物
之
系
図
」、
７
「
来
之
系
図
」（
以
上
が
甲
本
Ｂ
の
21
～
23
に
近
似
）、
Ｆ
８
「
神
武
天
皇
」、
９
「
鍛
冶
銘
尽
」（
内
題
か
。

上
代
鍛
冶
を
挙
げ
る
）、
10
「
大
和
国
」、
11
「
備
前
国
鍛
冶
」、
12
「
備
前
鍛
冶
京
図
」、
13
「
備
中
国
鍛
冶
」、
14
「
備
中
国
鍛
冶
京
図
」、

15
「
筑
紫
鍛
冶
」、
16
「（
有
風
・
方
土
）」（
16
は
甲
本
Ｂ
の
24
に
近
似
）、
Ａ
17
「
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
」、
18
「
大
宝
年
中
之
鍛
冶
也
」、

19
「
和
銅
年
中
」、
20
「
一
条
院
御
宇
」、
21
「
時
代
無
分
明
」、
22
「
大
和
国
代
付
」、
29
「
備
前
物
（
延
利
・
正
恒
を
含
む
）」、
30
「
粟

田
口
」、
31
「
来
」、
32
「
鎌
倉
」、
33
「
備
前
」、
34
「（
伯
耆
国
大
原
真
守
）」、
35
「
豊
後
」、
36
「
薩
摩
」、
37
「
伯
耆
物
」、
38
「（
京
物
）」

（
以
上
、
甲
本
Ａ
１
～
16
に
同
じ
）、
39
「（
跋
）」、
40
「（
茎
図
）」
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（
14
）
１
丁
「
文
武
天
皇
之
御
宇
」、
２
乙
「
此
天
国
ヨ
リ
太
刀
刀
ト
ナ
リ
ヲ
作
也
、
前
ハ
釼
ナ
リ
、
今
モ
鋒
ハ
鑓
也
」（
甲
ほ
ぼ
同
）、
丁
「
此

天
王
ヨ
リ
太
刀
ト
成
ヲ
作
、
前
ハ
釼
也
、
今
モ
ホ
コ
ハ
鑓
也
」、
３
甲
乙
丁
「
人
」、
４
甲
乙
な
し
、
５
甲
乙
丁
な
し
、
６
丁
「
天
王
」、
７

甲
乙
丁
「
也
」、
８
甲
乙
丁
「
中
心
」、
９
甲
乙
「
切
タ
ル
如
也
」・
丁
「
キ
ル
如
ク
也
」、
10
乙
「
中
心
ミ
シ
カ
ク
有
也
、
此
太
刀
小
烏
ト

名
付
ル
事
ハ
（
桓
武
天
皇
に
烏
が
奉
呈
の
由
来
。
甲
乙
大
略
同
）」、
11
丁
は
文
寿
記
事
な
し
、
12
甲
丁
「
ヲ
作
也
」、
13
甲
乙
丁
藤
戸
記

事
な
し
、
14
甲
乙
丁
「
ヲ
作
也
」、
15
甲
乙
丁
な
し
、
16
甲
乙
丁
な
し
、
17
甲
乙
丁
「
生
死
」、
18
甲
乙
丁
「
云
」、
19
甲
乙
丁
「
釼
ヲ
」、

20
甲
な
し
、
21
甲
乙
「
住
人
」、
22
丁
「
也
」、
23
甲
乙
丁
な
し
、
24
甲
乙
丁
「
也
」、
25
甲
乙
丁
「
卅
貫
」（
丁
は
「
真
守
」
の
右
に
書
入
）、

26
甲
乙
丁
「
卅
貫
」（
丁
は
「
実
次
」
の
右
に
書
入
）、
27
丁
「
此
」、
28
丁
「
或（

カ
）忌

」、
29
乙
丁
「
カ
ウ
」、
30
乙
「
被
遣
」・
丁
「
被
進
」

（
甲
虫
損
）、
31
甲
乙
「
法
花
堂
」・
丁
「
尤
重
」、
32
甲
乙
「
ヲ
カ
ル
ヽ
」・
丁
「
置
ル
ヽ
」、
33
乙
丁
「
ノ
」（
甲
虫
損
）、
34
甲
乙
「
サ
ル
ヽ
」・

丁
「
ス
」、
35
甲
乙
「
此
太
刀
ノ
ソ
リ
昔
□

（
ヨ
リ
―
乙
丁
）

□
、
36
甲
「
彼
太
刀
ノ
作
」（
乙
丁
同
）、
37
甲
乙
な
し

（
15
）
龍
造
寺
本
に
も
「
ち
ま
の
と
う
け
ん
し
、
ミ
く
り
の　

と
う
け
し
の
た
ゆ
う
」
と
あ
り
、
呆
犬
斎
本
・
直
江
本
に
一
致
す
る
。

（
16
）
直
江
本
「
奥
州
」
に
「
安
寿　

平
泉
住　

唐
人
也
、
源
氏
之
文
寿
重
代
ヒ
ケ
キ

又
ヒ
サ
丸
ト
云
モ
同
作
也
」、
佐
々
木
本
五
「
陸
奥

国
鍛
冶
事
」（
刀
剣
博
物
館
蔵
）
は
、

文唐
人
也
後
国
住
人

寿

文
武
天
王
御
宇
、
或
源
氏
重
代
髪
切
作
者
云
事
在
之

実
次
若
同
人
欤
曰

と
す
る
。

（
17
）『
剣
巻
』
は
、
屋
代
本
『
平
家
物
語
』
付
録
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
）
に
よ
る
。
田
中
本
は
高
橋
貞
一
氏
「
田
中
本
平
家
剱
巻
」（『
国
語
国
文
』

三
十
六
ノ
七
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
）、
長
禄
本
は
『
日
本
の
古
典　

平
家
物
語
（
四
）』
を
参
照
。

（
18
）
能
阿
系
本
は
刀
剣
博
物
館
蔵
宮
元
盛
本
、
延
徳
二
年
本
（『
印
度
本
節
用
集　

古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引　

影
印
篇
』
所
収
の
永

禄
十
一
年
本
節
用
集
附
載
）・
内
閣
文
庫
蔵
三
好
下
野
守
本
・
天
理
大
学
図
書
館
蔵
保
井
本
（
紙
焼
写
真
）
を
参
照
。

（
19
）
本
間
薫
山
氏
「
古
伝
書
釈
文
」（『
刀
剣
美
術
』
一
六
四
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）

（
20
）
本
間
薫
山
氏
「
古
伝
書
釈
文　

喜
阿
本
銘
尽
（
抜
粋
）（
八
）」（『
刀
剣
美
術
』
二
三
〇
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
）・「
同
（
九
）」（『
同
』

二
三
一
、
同
年
二
月
）。
翻
刻
の
方
針
は
明
確
で
な
い
。

（
21
）
本
阿
本
「
来
系
図
」
は
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
あ
る
が
、
国
吉
・
国
行
に
限
る
と
、
１
「
先
祖
鍛
冶
目
高
麗
」、
２
「
友
切
」、
３
「
鉋
」
と

あ
る
。

（
22
）
梵
舜
本
・
天
正
本
・
古
活
字
本
『
太
平
記
』
で
は
「
三
尺
三
寸
」
と
一
致
す
る
が
（
梵
舜
本
は
古
典
文
庫
、
天
正
本
は
紙
焼
写
真
、
古
活
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字
本
は
日
本
古
典
文
学
大
系
）、
そ
の
他
の
諸
本
で
、
寸
法
が
異
な
る
。
ま
た
龍
造
寺
本
に
「
国
行　

か
ん
な
丸　

う
つ
う
か
り
」
と
あ
る
。

（
23
）「
古
伝
書
釈
文　

長
享
銘
尽
抄
（
七
）」（『
刀
剣
美
術
』
二
六
八
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
）

（
24
）
⑮
「
備
前
備
中
鍛
冶
」
は
呆
・
観
両
本
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
末
尾
に
至
る
と
、

（
観
智
院
本
）

　
　

弘
次　

守
重　

元
家　

景
光　

則
光　

行
実

（
呆
犬
斎
本
）

　
　

弘
次　

守
重　

元
家　

元
重　

景
光　

宝
寿　

則
光

　
　

行
実サ

ネ　

雲
上　

雲
次　

剱
也

と
、
呆
犬
斎
本
に
刀
工
の
増
加
が
あ
る
。
こ
れ
も
後
補
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
25
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
近
世
写
本
一
冊
。
吉
原
氏
稿
「
喜
阿
本
銘
尽
」
参
照
。

（
26
）「
古
伝
書　

釈
文　

観
智
院
本
銘
尽
（
二
）」（『
刀
剣
美
術
』
二
三
八
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）

（
27
）
室
町
物
語
の
『
鴉
鷺
合
戦
物
語
』
上
、
第
七
に
も
吉
家
作
と
す
る
が
、
同
じ
「
鵜
丸
」
が
見
え
る
（『
室
町
時
代
物
語
大
成　

二
』
所
収
、

文
禄
本
に
よ
る
）。

（
28
）
本
阿
本
「
一
条
院
御
宇
」
の
同
人
項
で
は
、
二
重
線
「
や
き
は
す
く
に
ほ
そ
し
」
と
あ
る
。

（
29
）
宮
崎
本
は
、【
】
に
「
三
峯
も
あ
り
、
ｅ
丸
峯
も
あ
り
」
が
入
り
、
喜
阿
弥
系
本
の
古
態
を
残
す
（
吉
原
氏
稿
「
喜
阿
本
銘
尽
」）。
芳
運

本
は
、

　
　

行
重
ｂ
舞
草
、
太
刀
、
ｆ
中
心
土
目
ｃ
末
細
ク

ウ
ス
キ
也
、
三
峰
ニ
ツ
ク
ル

と
あ
り
、
ｃ
相
当
本
文
が
異
な
り
、
ｇ
が
な
い
（
和
鋼
博
物
館
蔵
）。

（
30
）【
】
は
銘
の
字
の
摸
写
か
。

（
31
）
間
宮
光
治
氏
「
宇
治
河
の
先
陣
と
綱
切
の
太
刀
―
刀
剣
古
伝
書
に
み
る
正
恒
―
」（『
刀
剣
美
術
』
四
七
一
、
平
成
八
年
四
月
）
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